

















































































































































































































これまで3年間、 「図画工作｣、 「絵画｣、 「立体造形｣、 「保育指導法（表現Ⅱ)」の授業に学生とともに取り組
んできたが、描いたり製作したりすることへの苦手意識をもっている学生が多いことに驚いた。理由の多くは
自分の思うように描けない、作れないなど、自分の表現に自信がもてないでいるためであるが、注目すべきは、
指導者が作品に手を加えたり、 もっとこのように描きなさいと自分の思いとは違う指導をされたりして嫌いに
なった学生が多くいることである。指導者として子供の前に立つ以上、少しでも表現することを好きになり表
現することの楽しさを子供たちに伝えられる指導者であってほしい。子供の表現にはそれぞれよさがある。そ
れを認め、褒め、方向性を示すことで子供たちは意欲的に取り組むようになる。そのため、学生自身のもつ子
供の表現のよさを見取る力を高め、どのように子供たちに関わっていったらよいかを伝えている。また、学生
がじっくりと表現に取り組めるように授業内容を精選し、学生それぞれの表現を見守り、よさを賞賛して粘り
強くかかわれるようにしてきた。その結果、多くの学生は自ら授業に真剣に取り組み、表現することの楽しさ
を味わい、下記の授業感想にもあるように苦手意識を少しずつ解消してきている。
「私は､図画工作の授業を振り返って学んだことや新しい発見がたくさんあった。一つ目に教師という立場に
立って授業を見ることで、先生が学生に向かって決してマイナスな言葉はかけずに、次に繋げていけるような
言葉を必ずかけていたこと。二つ目に絵を描く際に失敗を恐れ大胆に描くことをしてこなかった私が、今回大
胆に描くことに挑戦し、少し苦手意識をなくすことができたこと。私の中ではとても大きな変化であり、この
コロナによる自粛期間中も落書きのようなイラストを描くまでになった。 （学生2年A･K)」
ここで、 2年生を対象とした保育士資格及び幼稚園教諭一種免許を取得するための必修科目である「保育指
導法（表現Ⅱ)」の授業の構想を、これまでの授業を振り返りながら述べる。
【授業の概要】
乳幼児期における造形表現の意義や発達段階、ねらい．内容､題材や支援の在り方などを講義や題材演習（製
作活動、保育案作成、模擬保育など）を通して体験的に学習する。 （保育士資格､幼稚園教諭一種免許を取得す
るための必修科目）
【授業計画。授業内容】
第1回オリエンテーション授業のねらい。内容・方針、自己紹介・各自の本授業の目標設定（大福帳に記
入)、教材研究の意義．進め方及び保育指導案の書き方（コロナによるオンライン授業時の前もっての
対応）
第2回乳幼児における造形表現の意義や発達段階（0歳から18歳までの絵の発達段階）
第3回「保育所保育指針｣、 「幼稚園教育要領｣、 「幼保連携認定こども園教育･保育要領」のねらい．内容及び
領域「表現」の変更点、幼稚園教育要領及び幼児造形の変遷
第4回「しんぶんしであそぼう」
第5回「えがいてあそぼう」フィンガーペインテイング、スタンピングなど
第6回第4．5回の活動後の考察、グループ・全体協議
第7回 「ねんど（水粘土）であそぼう」
第8回多様な材料による表現「紙コップ、空き容器であそぼう」
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第9回「しぜんざいであそぼう」落ち葉、花、草、木の実などによる表現
第10～12回題材の選定・決定、試作、保育指導案作成・検討・修正、模擬保育・保育研究の進め方、保育者・
支援者・司会者・記録者などの決定、模擬保育の準備（発問・板書、材料・用具など）
第13～14回模擬保育・保育研究
第15回後期まとめ（大福帳に後期全体の授業を振り返りまとめる）
第1回では、本授業の概要を説明し、各自目標を設定する。毎時間の学びを振り返る「大福帳」に記入する
よう伝える。オンライン授業を考えての準備は今や必要不可欠である。
第2．3回では、乳幼児期における遊びや生活を通しての造形表現の教育的意義を幼稚園教育要領や保育所
保育指針、本学で作成した「幼児・初等教育入門」の第4章幼児の造形表現の基礎などを使っておさえる。特
に先に述べた今回の改訂の「表現」領域の変更点の考察を踏まえ造形表現の教育的意義を捉えさせることで、
実習や将来の実践における考え方の基礎づくりができるものと考える。また、乳幼児の表現への理解を深める
ために絵の発達段階を実際に乳幼児が表現した絵を使用し、子供との関わり方も含めて具体的に説明を行う。
絵を通しての子供の発達段階を初めて知る学生は多く、子供の絵を尊重することの大切さや子供への関わり方
の重要性を学んでいる。
「造形表現を通した子供の発達や心の育ちに強く魅了された｡実際に子供の描いた絵を見ると幼少期に戻った
ような温かい気持ちになった。母親にお洋服を着せてもらうあの何とも言えない絵に強く惹かれた。発達を学
べば、子供の気持ちが分かる。子供の気持ちが分かれば、自分自身が変わる。このようなサイクルで少しずつ
考え方の|幅が広がったように思う。 （学生2年A･M)」
さらに子供一人一人の表現のよさを絵からどう見取るかは、少しでも学生の見方．感じ方の視点を広げ高め
る上で、今後さらに、協議の機会や時間確保が必要と考えている。
第4回から第9回までは、先の小学校の「造形遊び」との関連でも述べたことを踏まえ乳幼児が体験するで
あろう造形遊びを乳幼児に立ち返って学び直しを行うこととした。学生は最初、新聞紙や絵の具などでどう遊
んでよいのか戸惑うが、徐々に友達の様子を見たり相互に関わる中で活動を楽しみ始める。さらに、子供が何
を感じ、表現し、楽しんでいるのか、そしてどんな力が身に付いていくのかを協議・分析することで、より子
供の側に立った視点での学びへの理解が深められるのではないかと考え、活動後の学生同士による協議・分析
の場を取り入れることとした。特に広幅用紙へのフィンガーペインテイングは好評であった。
「本授業で一番心に残った活動は､フィンガーペインテイングです。普段大きな紙に絵の具で直接描くことは
ないので、凄く新鮮でした。色を重ねると濁り汚い色になるのではないかと思っていたが、回数を重ねて模様
を描くと下の色が出てきて新しい美しい色ができてくることに感動しました。自分自身小さい時にそんな経験
はあまりしてこなかったので、将来、保育で子供たちとやりたいです。 （学生2年M･ I)」
第10回から第12回までは、グループ毎に、題材を選定し、保育指導案を作成し模擬保育保育研究を行って
いる。学生はそれぞれの活動のよさを新鮮に感じ受け止め、指導者として緊張感を味わい真剣に学びを広げ深
めている。
「今日まで、自分のグループを含めて6グループの模擬保育を見てきて､授業の進め方や題材における準備や
指導案書き方など多くのことを学んだ。実際に授業を指導者の立場から見てみると、これまで気付くことのな
かったことや､私だったらどのように授業を進めるかなど様々な視点が培われたように感じる。保育研究では、
みんなの意見や先生の意見を聞いて、気付く点や共感できる点などすごく充実した時間だった。子供の立場に
なって授業を受けてみると、この時子供はこんなことを感じているのではないかと思うことや、先生の発言や
説明はこんな風に聞こえているのだというように、子供からの視点になることの大切さを学んだ。私は、人の
前に立つことや文章表現が苦手だと感じていたので､今回の講義ではどちらも少しだけ克服できたように思う。
実際に実習や指導者となった時に、今回気付いたことや新しい視点などを忘れずに活かしていきたい。初めて
指導案から保育までの流れを経験できて本当によかった。 （学生2年M･M)」
「子供は素直であるから、子供にしか分からない感覚や視点をもっている。子供の感性を大切にし､尊重する
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ことを忘れず指導を行うことができる教師を目指したい。 （学生2年M・N)」
6． まとめ
新幼稚園教育要領に則した領域「表現」における造形表現はどうあればよいかを教育的意義について考察し
てきた。急速に変化する社会において、子供たちは遊び場や時間を失いつつある。幼稚園や保育園の場におい
て、 しっかりと造形表現の場を保証していく必要がある。同時に、小学校における不登校や登校しぶりなどの
問題の多くは、幼少期までに「心の基地」が確立されなかったことによることが多い。子供たちが、幼稚園・
小学校と新しい世界に好奇心をもって踏み出すためには、乳幼児期に「愛着形成」が保証される必要があり、
造形表現においても個々の子供たち一人一人が新しい視点によって自由に表現できることを保証されていく必
要があると考える。
将来教師として子供たちの前に立つ学生が、造形表現に関わる改訂の教育内容に込められた教育的意義を
しっかりと理解することは、指導者としての私に課せられた義務である。今後も実践を通す中で、よりよい指
導の在り方を探っていきたい。
【引用文献】
樋口一成編署幼児造形の基礎萌文替林234-235 2018.11.9
福田隆眞、福本識一、茂木一司編集美術科教育の韮礎知識建社48-59 2002.12.14
天野佐知子幼稚園教育要領の変遷に関する一考察金沢星稜大学人間科学研究第12巻
倉原弘子造形遊びの教育的意義に関する一考察中村学閑大学．中村学園大学短期大学部
文部科学省『幼稚閲教育要領解説」フレーベル館233-247 2019.4
第2号9-14 2019.3
研究紀要第48号23-29 2016
【参考文献】
教育美術公益財団法人教育美術振興会、2017.7月号No.901, 12月号No.906
教育美術公益財団法人教育美術振興会、 2019.4月号No､922
鹿児島大学教育学部附属幼稚園「遊びの中で育まれる子どもの学び」2017.11,201911
鹿児島大学教育学部附属小学校教育実践研究会『学報」 1991.2
文部科学省「幼稚|削教育要領」フレーベル館、2017.5
厚生労働省『保育所保育指針jフレーベル館、2017.5
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連挑型認定こども園教育・保育要領」フレーベル館、2017.5
文部科学省「幼稚|刺教育要領解説jフレーベル館、 2019.4
厚生労働省『保育所保育指針解説」フレーベル館、20197
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連挑型認定こども園教育・保育要領解説』フレーベル館、2019.4
文部科学省『小学校学習指導要領解説図画工作編」日本文教出版、2018.2
10鹿児島国際大学福祉社会学部論集第39巻第3号
Astudyoftheeducationalsignificanceofmodelingexpression
inthenewkindergartenteachingproceduresarea"Expression''
HitoshiSEmYAMA
Thenewkindergartenteachingprocedureswasamlouncedin2017andcameintoeffectin2018.Thereisalsoaneedto
mprovethequalityofchildcareinthemodel加gexpressionoftheareaGGexpression''Inthispapel;first, fbrthepurposeof
instructingstudentswhohaveacquiredalicensefbrkindergartenteachers,basedonthepurposeofthisrevisionandprac-
ticalexamplessofar,wewillmakeuseofourexperienceasanelementaryschoolteacherwhohascollaboratedwithkin-
dergarten,andalsoteachatouruniversity.Whilelookingbackon, ldecidedtoconsiderwhatthemodelingexpression
shouldbeintheareaG6expression'' inaccordancewiththenewkindergartenteachingprocedures.FinallyJwouldliketo
presentthelessonconceptofthelessonsuWect"ChildcareTbachingMethod(Expressionn)ofourumversity. Inconsid-
eringthis,IapproachedfifomtheviewpointsofchangesintheareaGcexpression'',changesinkindergartenteachingproce-
duresandinfantmodeling,andlalsoapproachedfifomtherelationshipwith66modelingplay'' inelementaryschools.
KeyWo1．ds:area"expression",coIjunctionbetweenpreschoolandelementaryschool,modelingexpression, sensibilitM
express1veness
